
令和４年度 歯学部過年度卒業生へのアンケート調査結果について 

 

ÿ．趣旨 

 岩手医ù�学w�1o学{zけ»教育~質保証をþöxしv1平r 30 ~{<学習rÿ~評ï検証ý針及び
g{=をÛ±1こ¼{¸sv 3 t~ýúシü{ÿuい�教育|ß施さ¼vい»{を検証y»こxxしvい»2 

ここw�1g{~一twあ»<卒業アンケüø={tいv1卒ß 5 ~110 ~~学�ÿ看ÿ学部除くĀをÿ象{ß
施し�アンケüø¿ÿ}ÿ{tいvy^y»2 

 

Ā．概要 

¿ÿÿ象   歯学部卒業� 

第 43 期� 0平r 25 ~ 3 o卒業1  59 ] ÿ卒ß 10 ~þĀ 

   第 48 期� 0平r 30 ~ 3 o卒業1  43 ] ÿ卒ß 5 ~þĀ 

¿ÿ期�  令Ü 4 ~ 8～9 o 

ß施ýý  インタüネッøÿGoogle FormĀを利}し� Web アンケüø 

質問Õ容  d o]1性別1~齢1zO~い~wý1卒業~þÿ〇期�Ā 

e 現在~状況1勤ö状況1勤Û形態 

f 臨床研修を×け�都道Þ�1^門研修ÿß期研修Ā~ø択ù~��ø択ÎÛù※医学部~� 

g ^門医~×得状況 ※医学部~� 

h 学位~×得状況1î足þ ※医学部~� 

i 学位授与ý針{ÿy»卒業f~ë己評ï 

j 岩手医ù�学w~学び~キャúアø択へ~貢献þ ※医学部~� 

k 岩手医ù�学~カúキュùム{ÿy»î足þ 

l 岩手医ù�学w~学び~w域医療へ~貢献þ 

m 岩手医ù�学へ~î足þ 

n そ~他 

 

ā．}ÿ 

0回収÷1 
歯学部  第 43 期� 20.8％ÿ11/53 þÿ59 þĀĀ   第 48 期� 30.6％ÿ11/36 þÿ43 þĀĀ 

 

 詳細�別紙~�º2 

 

Ă．総括 

û¯問 2 勤ö状況{tいv1�学病院{勤Ûy»þu|最多wあs�|148 期�{zいv�医療ýþや}ö医療�
関~勤Û�~比÷²Úい2 

 

û¯問 4 学修rÿ~達rw�1他~卒業�x\ù{<ÿ�貢献へ~Ï質=<研究þインù=~ë己評ï|低く1英語Û
等~O足zy~課題|考え¹¼»2 

 



û¯問 5 カúキュùムへ~î足þ{tいv143 期�148 期�~いz¼²<î足しvい»=<あ»{þî足しvい»=|\�
w 60%を超えvzº1î足þ�概}肯Ûöwあ»2��し148 期�{�<あ~ºî足しvいzい=卒業�²[在しvい
»2一ý1w域医療へ~貢献þ�148 期�w一部否Ûöz回�²見¹¼»²~~1y_ö{比較öÚく評ïさ¼v
zº1o学~�命|ß行さ¼vい»こx|伺え»2 

 

û¯問 7 o学を卒業しv¸{s�{xいう問い{ÿしv143 期�148 期�~いz¼²<良{s�=<y�¹{xいえ�良{s
�=| 80%{þを占±vzº1î足þ�Úい2 

 



（過年度卒業生アンケート調査）
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歯学部
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43期生 48期生
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43期生 48期生
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9.1%

90.9%

北海道 東北



（過年度卒業生アンケート調査）

設問1　現在の状況

設問2　勤労状況
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（過年度卒業生アンケート調査）

設問4　学修成果の達成について

設問5　カリキュラム満足度

43期生 48期生

1．歯科医師として患者や地域住民の健康と生命を守るという責務を理解し、高度な専門性と豊かな人間性と倫理観を有すること。（プロフェッショナリズム）

7．国際的な保健・医療活動に参加するための態度と基本的な語学能力を有すること。（国際貢献への資質）

6．歯科医師として求められる基本的診療技術を高い水準で修得していること。（高水準の診療能力）

5．地域の保健、医療、福祉、介護の現状や問題点を把握して、地域医療の向上に取組む態度・技能が備わっていること。（地域保健・医療の実践能力）

4．科学的な根拠をもとに統合された知識、技能、態度を有し、全身的、心理的、社会的状況に対応可能な総合的な診療を実践すること。（包括的歯科医療の実践能力）

3．医療チームの一員として、相手の立場を尊重しお互いの協力のもとに医療を円滑に実践すること。（チーム医療の実践能力）

2．患者・家族に歯科医療の内容をわかりやすく伝え、彼らの気持ちに配慮しながら良好な人間関係を築くためのコミュニケーション能力を備えること。（コミュニケーション能力）

9．生涯にわたり歯科医療に対する自己研鑽を続ける態度が備わっていること。（生涯学習の実践）

8．歯科医学や医療の発展に寄与する研究を遂行するために必要な知識と技能を有すること。（研究マインドの保持）
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（過年度卒業生アンケート調査）

設問6　岩手医科大学で学んだことは地域医療への貢献に寄与していると思いますか。

43期生 48期生

設問7　岩手医科大学を卒業して良かったですか。

43期生 48期生

45.5%

54.5%

思う ある程度思う

18.2%

45.5%

18.2%

18.2%

思う ある程度思う

どちらともいえない 思わない

27.3%

63.6%

9.1%

良かった どちらかといえば良かった

どちらともいえない

45.5%

36.4%

9.1%

9.1%

良かった どちらかといえば良かった

どちらともいえない 良くなかった


